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羽
島

市
民

病
院

は
、

岐
阜

圏
域

で
二

次
救

急
・

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

医
療

機
関

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。病

病
連

携
や

病
診

連
携

を
進

め
、

「
地

域
全

体
」

と
し

て
提

供
で

き
る

医
療

の
確

保
に

寄
与

し
て

い
ま

す
。

地
域

医
療

を
考

え
る

　「
 羽

島
市

民
病

院
の

役
割

 」



　
岐
阜
県
は
、
将
来
あ
る
べ
き
医

療
提
供
体
制
を
示
す
広
域
的
な
指

針
と
な
る
「
岐
阜
県
地
域
医
療
構

想
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
構
想
の
中
で
羽
島
市
民
病

院
は
、
岐
阜
圏
域
の
中
で
地
理
的

に
必
須
な
二
次
救
急
医
療
、
急
性

期
医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
羽
島
市
民
病
院
は
地
域

に
不
足
し
て
い
る
回
復
期
機
能
を

担
う
た
め
、
県
内
の
自
治
体
病
院

に
先
駆
け
て
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
開
設
・
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、

診
療
所
を
中
心
に
行
わ
れ
る
在
宅

医
療
を
支
え
る
在
宅
療
養
後
方
支

援
病
院
と
し
て
機
能
す
る
な
ど
、

地
域
医
療
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
で
は
、
感
染
拡

大
期
に
簡
易
診
察
室
を
病
院
の
敷

地
内
に
新
設
し
、
発
熱
外
来
を
開

設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
医
療

で
は
1
フ
ロ
ア
を
専
用
病
棟
と
し

て
確
保
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
圏
域
は
、
岐
阜
市
、
羽
島

市
、各
務
原
市
、山
県
市
、瑞
穂
市
、

本
巣
市
、
岐
南
町
、
笠
松
町
、
北

方
町
の
6
市
3
町
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
岐
阜
圏
域
の
中
で
、
羽

島
市
民
病
院
は
二
次
救
急
（
手
術

や
入
院
が
必
要
な
患
者
に
対
応
）

を
提
供
す
る
医
療
機
関
で
あ
り
、

三
次
救
急
（
生
命
に
関
わ
る
重
症

患
者
に
対
応
）
は
岐
阜
大
学
医
学

部
附
属
病
院
と
岐
阜
県
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
ご
と
に
、
属
す
る
医
療
圏

に
お
け
る
位
置
付
け
の
違
い
や
、

立
地
、
医
療
需
要
の
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
な
る
地
域
人
口
の
違
い

か
ら
、
お
の
ず
と
提
供
で
き
る
診

療
規
模
や
診
療
内
容
に
差
異
が
生

じ
ま
す
。

　
羽
島
市
民
病
院
は
、
岐
阜
圏
域

で
位
置
付
け
ら
れ
た
役
割
を
果
た

し
つ
つ
、
病
病
連
携
や
病
診
連
携

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全

体
と
し
て
提
供
で
き
る
医
療
の
確

保
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

　

羽
島
市
民
病
院
は
、「
地
方
公

営
企
業
法
の
一
部
適
用
」
の
形
態

で
運
営
さ
れ
る
地
方
公
営
企
業
で

す
。
羽
島
市
が
開
設
・
経
営
の
責

任
主
体
で
あ
り
、
羽
島
市
長
は
当

該
病
院
を
統
括
し
、代
表
し
ま
す
。

　
病
院
長
は
、
開
設
者
で
あ
る
羽

島
市
長
が
任
命
し
、
当
該
病
院
の

管
理
・
運
営
に
つ
い
て
責
任
を
持

つ
者
で
、
医
師
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

公
立
病
院
の
種
類

　
地
方
自
治
体
が
設
置
す
る
病
院

の
形
態
は
、
地
方
公
営
企
業
、
独

立
行
政
法
人
、
指
定
管
理
者
の
3

つ
で
す
。

 

地
方
公
営
企
業
と
は

　
地
方
公
営
企
業
と
は
、
自
治
体

が
直
接
経
営
す
る
企
業
の
こ
と
で

す
。
原
則
と
し
て
給
料
な
ど
の
経

費
を
そ
の
事
業
の
収
入
で
賄
い
ま

す
。
地
方
公
営
企
業
は
、
地
方
公

営
企
業
法
に
よ
り「
組
織
」「
財
務
」

「
職
員
の
身
分
」「
経
営
の
根
本
基

準
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

一
部
適
用
と
全
部
適
用

　
地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
企

業
の
う
ち
、
地
方
公
営
企
業
法
で

定
め
ら
れ
た
水
道
事
業
な
ど
に
、

同
法
の
「
全
部
」
の
規
定
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
病
院
事
業
に

つ
い
て
は
財
務
（
予
算
・
決
算
・

契
約
等
）
に
関
す
る
部
分
の
み
適

用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
地
方
公
営
企
業
法
の
一

部
適
用
と
い
い
ま
す
。

 

市
民
病
院
の
経
営
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羽島市民病院

二次救急を担う病院　

開設時期　昭和 30 年 10 月
開 設 者　羽島市長
管 理 者　病院長
所 在 地　羽島市新生町 3 丁目 246 番地
病 床 数　一般病床 271 床
　　　　 （うち地域包括ケア病床112床）
　　　　  結核病床 10 床
診療科目　27 科
職 員 数　 329 人（うち医師34人（臨床研

修医含む））

病院の概要

 

羽
島
市
民
病
院
の
役
割

 

医
療
圏
に
お
け
る
位
置
付
け

 

公
立
病
院
の
運
営
形
態

回復期の地域包括ケア病棟も開設

 

経
営
形
態
の
変
更

 

収
益
収
支
に
与
え
る
影
響

問い合わせ先　市民病院総務課☎（393）0111

 

医
師
の
確
保

 

市
か
ら
の
繰
入
金
を
削
減

 

経
営
の
健
全
性
・
効
率
性

 

指
標
を
ク
リ
ア

 

市
民
病
院
は

 

一
部
適
用
で
運
営

急性期
医療

（中心的役割）岐阜大学医学部附属病院、県総
合医療センター、岐阜市民病院、松波総合病院

（地理的要因）羽島市民病院（羽島市）、東海中
央病院（各務原市）、岐北厚生病院（山県市）

特定
分野

岐阜赤十字病院（災害拠点・感染症）、長良医
療センター（周産期）、村上記念病院（脳卒中）、
岐阜ハートセンター（心疾患）

回復期
中心に
シフト

上記以外の病院

その他
岐阜大学医学部附属病院、県総合医療センター、
岐阜市民病院、松波総合病院において、病院間
の連携等について研究、検討

岐阜圏域の病院の方向性（岐阜県地域医療構想より抜粋）
　　

羽
島
市
民
病
院
は
「
地
方
公
営

企
業
法
の
一
部
適
用
」
の
形
態
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
部
適
用
」
と
「
全
部
適
用
」

を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形

態
ご
と
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
全

部
適
用
」
は
意
思
形
成
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

は
総
務
管
理
費
が
増
加
す
る
な

ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
点
も
あ

り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
、
近
年
は
多
く
の

公
立
病
院
が
収
益
的
収
支
に
影
響

を
受
け
、
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
ま
す
。

　
羽
島
市
民
病
院
も
例
外
で
は
な

く
、
受
診
控
え
や
コ
ロ
ナ
専
用
病

床
の
運
用
に
よ
る
稼
働
病
床
の
減

少
の
ほ
か
、
光
熱
費
の
増
加
や
電

子
カ
ル
テ
更
新
に
係
る
費
用
な

ど
、
収
益
的
収
支
の
算
定
に
お
い

て
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
羽

島
市
民
病
院
は
令
和
3
年
度
の
医

業
収
支
比
率
（
医
業
収
益
／
医
業

費
用
×
1
０
０
）
が
79
・
２
％
と

な
り
、
令
和
2
年
度
か
ら
1
・
7

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
、
入
院
患
者
数

は
令
和
3
年
度
が
5
万
7
１
６
８

人
と
令
和
2
年
度
か
ら
1
３
６
６

人
の
増
加
、
入
院
収
益
は
1
億
6

７
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
羽
島
市
民
病
院
の
令
和
3
年
度

の
純
損
益
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た

も
の
の
、
病
院
経
営
の
健
全
性
・

効
率
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

（
経
常
収
益
／
経
常
費
用
×
1
０

０
）
は
1
０
０
・
１
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
医
業
費

用
、
医
業
外
費
用
に
対
す
る
医
業

収
益
、
医
業
外
収
益
の
割
合
を
示

す
指
標
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
が
1
０
０
％
を

超
え
る
場
合
は
、
病
院
の
単
年
度

の
収
支
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
羽
島
市
で
は
、
令
和
2
年
度
か

ら
財
政
の
「
安
定
化
対
策
」
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
歳
出
削
減
の
対
策
の
う
ち
、「
市

民
病
院
へ
の
補
て
ん
削
減
」
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

市
の
一
般
会
計
（
当
初
予
算
）
か

ら
市
民
病
院
事
業
会
計
へ
約
7
億

5
０
０
０
万
円
を
補
て
ん
し
ま
し

た
が
、
令
和
2
年
度
の
補
て
ん
は

約
7
億
円
（
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
関
連
補
助
金
等
を
除
く
）と
し
、

以
降
、
繰
入
金
の
削
減
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　
羽
島
市
は
、
経
営
形
態
ご
と
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
勘
案

し
た
上
で
、
現
状
ど
お
り
「
地
方

公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
」
の
形

態
で
羽
島
市
民
病
院
を
管
理
・
運

営
し
て
い
く
と
市
議
会
一
般
質
問

に
対
し
て
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　
経
営
形
態
を
見
直
し
た
公
立
病

院
の
経
営
状
況
の
推
移
に
つ
い

て
、
総
務
省
が
平
成
22
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
経
常
収
支
比

率
の
推
移
を
公
表
し
て
い
ま
す

が
、
全
部
適
用
が
マ
イ
ナ
ス
2
・

6
ポ
イ
ン
ト
、
独
立
行
政
法
人
が

マ
イ
ナ
ス
5
・
4
ポ
イ
ン
ト
、
指

定
管
理
者
が
マ
イ
ナ
ス
1
・
3
ポ

イ
ン
ト
と
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、経
営
形
態
を「
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
」
を

は
じ
め
と
し
た
形
態
に
移
行
し
て

も
、
収
益
収
支
が
好
転
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

全
国
の
医
師
数
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
地
域
別
に
み
る
と
そ
の

数
は
都
市
部
に
集
中
し
て
お
り
、

地
方
で
は
医
師
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
地
方
の
公
立
・
公
的
病
院
で
は

医
師
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
羽
島
市
民
病

院
は
、
当
院
の
役
割
で
あ
る
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
員
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　

羽
島
市
と
羽
島
市
民
病
院
で

は
、
試
験
採
用
や
民
間
事
業
者
へ

の
斡
旋
依
頼
の
ほ
か
、
岐
阜
大
学

医
学
部
の
各
医
局
を
訪
問
し
、
医

師
派
遣
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
岐
阜
連
携
都
市
圏
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
岐
阜
市
民
病

院
（
岐
阜
市
）
と
の
医
療
連
携
、

松
波
総
合
病
院
（
笠
松
町
）
か
ら

医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
な
ど

の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
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キッチンカーイベント
in コスモパーク羽島

7

22
sat

10：30～10：30～
14：0014：00

昨年、たくさんの人に来場いただいたキッチンカーイベントを今年も開催✨
キッチンカー以外にも、自転車の体験イベントやパトカーの展示、水消火器で
的あて体験にスーパーボールすくいなど、楽しいイベントが盛りだくさん🎵
家族や友人を誘って、オイシイひとときを過ごしませんか❓ぜひ、コスモパー
ク羽島にお越しください！

問い合わせ先　都市計画課（内線 2142）

図書館イベン
ト

　キッチンカーのイベントに合わせ、図書館研修室でテ
レビアニメ「鬼滅の刃」を上映します。午後は「鬼滅の刃」
のキャラクターを折り紙で作ります。（雨天決行）
上映会 　9：30～11：50 （出入自由）
折り紙　13：30～15：00 （要整理券）
　　　※整理券は 7 月 15 日（土）13時～図書館で配布
　　　　配布枚数＝炭治郎 15 人、禰豆子 15 人
問い合わせ先　図書館☎（392）2270

雨天中止

出店事業者
● ピエサン（ホットサンド、フルーツソーダ）

● MAGIC ISLAND
　　（バーガー、 フライドポテト）

● デイジー （クレープ、 ドリンク）

● COCCOPURIO
　　（プリン、シフォンケーキ、アイスクリーム）

● 共営牧場 （ソフトクリーム、 ピザ）

● RIDE ON TIGER
　　（ローストビーフ丼、 ガパオライス）

● I am I （コーヒー、 焼き菓子）

● Pancake FUKURO（パンケーキサンド）

● コッペ亭 （コッペバーガー、コッペサンド）

※一部変更となる可能性があります。

はしマイスター
はしマイスターのの

（MAGIC ISLAND）
（MAGIC ISLAND）

ナマズバーガーも♡
ナマズバーガーも♡

5

　
家
庭
系
ご
み
有
料
化
の
開
始
後
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
み
の
減
量
や
分
別
意
識
を

よ
り
一
層
持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

ご
み
の
排
出
抑
制
や
資
源
物
の
分
別
が
今

ま
で
以
上
に
進
み
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
と
４
年
度
の
家
庭
系
可
燃

ご
み
の
処
理
量
の
推
移
は
、
左
の
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。
有
料
化
を
開
始
し
て
2

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
リ
バ
ウ
ン
ド

も
な
く
年
間
10
％
を
超
え
る
削
減
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
有
料
化
に
よ
る
家
計
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
ご
み
袋
の
配
布
等
の
支
援
策

も
下
表
の
と
お
り
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
人
生
の
旨
味
と
は
―
。
郷
里
の
友
・
Ｓ

君
が
横
浜
へ
越
す
こ
と
に
な
り
家
を
整

理
。
す
る
と
母
親
が
遺
し
て
く
れ
た
「
手

紙
の
束
」
が
出
て
き
た
▼
半
世
紀
余
前
、

わ
が
高
校
時
代
の
も
の
で
仲
良
し
４
人
が

出
し
た
手
紙
だ
っ
た
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い

た
友
の
1
人
が「
こ
の
機
会
に
会
い
た
い
」

と
発
案
し
た
▼
と
は
言
え
、
皆
、
転
勤
、

転
勤
で
連
絡
網
は
ズ
タ
ズ
タ
。
行
方
知
れ

ず
も
。
Ｓ
君
が
手
紙
の
住
所
、
旧
勤
務
先

を
追
跡
し
て
連
絡
先
を
突
き
止
め
た
。
突

然
の
電
話
に
驚
く
も
懐
か
し
い
声
に
興

奮
。
即
座
に「
5
人
の
同
窓
会
」が
決
ま
っ

た
▼
会
場
は
東
京
―
名
古
屋
の
中
間
・
焼

津
。
夕
飯
も
そ
こ
そ
こ
に
布
団
が
延
べ
ら

れ
た
大
部
屋
で
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
母
校
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
手
紙
の
読
み
回
し
で
ア
ッ
と
い

う
間
。
話
は
尽
き
ず
次
の
開
催
が
決
ま
っ

た
▼
そ
こ
で
思
う
。
今
の
連
絡
は
ス
マ

ホ
、
パ
ソ
コ
ン
と
便
利
に
な
っ
た
が
、
Ｓ

君
の
母
親
の
愛
情
を
感
じ
つ
つ
53
年
ぶ
り

に
〝
青
春
時
代
が
戻
る
〟
な
ん
て
こ
と
が

今
後
、
あ
る
だ
ろ
う
か
―
。
便
利
と
効
率

だ
け
が
旨
味
で
は
な
い
と
確
信
し
た
。

配布対象者 助成内容 申請等

・75 歳以上のみの世帯
・ 身体障害者手帳、療　　　

育手帳または精神障害
者保健福祉手帳のいず
れかを所持している障
がい者のみの世帯

・ 要介護認定を受けてい
る人または要支援認定
を受けている人のみの
世帯

【回数】
年度ごとに 1 回

【助成額】
予算の範囲内で
粗大ごみの戸別
収集に係る費用
の 2 分 の 1 を
助成
上限 2,000 円

・ 粗 大 ご み
の 戸 別 収
集実施後、
環 境 事 業
課に申請

・ 申 請 に は
戸 別 収 集
の 領 収 書
等が必要

配布対象者 枚数（年度） 窓口

令和 5 年 4 月 2 日以降生ま
れの 2 歳未満の乳幼児がいる
世帯（1 歳になる年度まで）
※母子健康手帳が必要

ごみ袋（中）
最大 50 枚
／年度

市民課

介護用品購入の助成を受けて
いる人（在宅の人に限る）

ごみ袋（中）
最大 60 枚

高齢
福祉課

日常生活用具（ストマ用装具・
紙おむつ）の給付を受けてい
る人（在宅の人に限る）

ごみ袋（中）
最大 60 枚 福祉課

紙おむつ使用者等への指定ごみ袋無償配布表 1表 1 表 2 高齢者等の粗大ごみ出し支援

水 紋
時をまたぐ手紙

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

家庭系ごみ
有料化の成果

可燃ごみ 年間 10.4 % 削減
処理費用は年間約 4,000 万円削減
　羽島市では、令和 3 年 10 月から家庭系ごみの有料化を開始
しています。ごみの処理量を有料化の前後で比較したところ、
市民の皆さんのご協力により、ごみ処理量で毎月約 93 トン、
費用にして毎月約 300 万円の削減が実現しました。
　引き続き、ごみの減量化にご協力をお願いします。

問い合わせ先　環境事業課（内線 2192）

0

200

400

600

800

1000 令和 4年
令和 2年

3月12 月9月6月4月
R2 898 t 878 t 914 t 953 t 907 t
R4 816 t 797 t 817 t 830 t 761 t

削減率 9.1％ 9.2％ 10.6％ 12.9％ 16.1％

有料化後の家庭系可燃ごみ処理量の推移（トン）

 

ご
み
の
排
出
抑
制

　

 

分
別
意
識
が
向
上

R2 R2 R2 R2 R2
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ス
マ
ホ
で
確
認
・
便
利
に
乗
車　

　
市
民
の
移
動
手
段
と
し
て
運
営
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
が
、
バ
ス
を

待
っ
て
い
る
と
「
今
バ
ス
は
ど
こ
を
走
っ

て
い
る
の
か
」
が
わ
か
る
と
便
利
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

羽
島
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、「
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
ｕ
ｓ 

Ｇ

о
！
）」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
バ
ス
の
現
在

位
置
、
渋
滞
や
悪
天
候
で
遅
れ
る
な
ど
の

運
行
状
況
を
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
外
出
す

る
場
合
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法　

① 

右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ

ｕ
ｓ 

Ｇ
о
！
）」
を
開
き
ま
す
。
二
次

元
コ
ー
ド
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
各

　

 

停
留
所
に
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。
二
次

　

 

元
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
は

「
羽
島
市
」「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

調
べ
た
い
バ
ス
路
線
と
停
留
所
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

路
線
と
停
留
所
を
選
ぶ
と
、
下
の
よ
う

に
路
線
地
図
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

現
在
地
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
が
選
ん
だ
停
留
所
ま
で
何
分

で
到
着
す
る
か
も
表
示
さ
れ
ま
す
。

※ 

「
バ
ス
会
社
か
ら
の
お
知
ら
せ
」で
は
、

渋
滞
や
積
雪
・
台
風
等
に
よ
る
遅
延
情

報
も
表
示
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

① 

待
ち
時
間
は
目
安
で
、
渋
滞
等
に
よ
り

時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

② 

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
利
用

等
に
よ
り
生
じ
た
損
害
、
損
失
に
つ
い

て
は
、
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

③
通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
羽
島
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

☎
（
３
９
１
）
２
２
０
５

コ
ミ
バ
ス
を
も
っ
と
便
利
に　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　はしマイスターの山田憲司さんが、東福寺光
明院(京都市東山区)で7月1日～30日にアー
トイベント「鶴の展覧会」を開催します。
　開催期間中は、山田さんが寺紋に合わせて
作った「鶴の畳」を公開。1 カ月間自由に見学
することができます。( 拝観料は別途 300 円
必要 )7 月 1 日にはダンスイベントを開催し、

「鶴」をコンセプトにした演技が披露されます。

「鶴の畳」を公開　山田一畳店

7 2023.7　広報はしま

注意事項
1　 学歴は受験資格のとおりです。卒業は令和 6 年 3 月卒業見込みを含みます。ただし、資格・免許職は資格・免許の

取得が採用条件となります。
2　一般事務Ｃ・土木Ｂ・消防Ｂ・自己推薦Ｂは、大学卒業以上の学歴を有する人（卒業見込みを含む）は受験できません。
3　全ての試験区分で、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　・日本の国籍を有しない人
　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　・羽島市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　・ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、またはこれに加入した人
4　令和 5 年度市職員採用試験案内に掲載する各試験を併願することはできません。
5　看護師採用は、申込受付期間内であっても、採用の状況によっては募集を終了する場合があります。
6　専門職としての採用であっても、一般事務に異動になる場合があります。 
問い合わせ先　市役所区分　職員課（内線 2373）、市民病院区分　市民病院総務課☎（393）0111

第 2 回 市職員採用試験
　令和 6 年 4 月 1 日採用となる第 2 回職員採用試験の申し込み受け付けを開始します。
　今回の市役所の試験区分では、高校生や 30 歳代の人を対象としています。

試験区分 採用人員 受験資格 申込受付期間 試験日程

市
役
所

一
般
事
務

B
若干名

昭和 59 年 4 月 2 日から平成 6 年４月１日までに生まれた人（大卒以上）

7月31日～9月1日 9月17日（日）

C 平成 10 年 4 月 2 日以降に生まれた人（高卒または短大卒）

土
木 B 若干名 平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた人

（高卒で、土木に関する専門課程を修めた人）

消
防

A
3人程度

平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた人（大卒以上）

B 平成 12 年４月２日以降に生まれた人（高卒以上）

自
己
推
薦

A

若干名

平成 3 年 4 月 2 日以降に生まれた人（高卒以上）で、スポーツ・文化・
芸術・研究・地域活動等の分野で大きな実績・成果（高校入学以降）
を収めた人

B

令和 6 年 3 月に高校卒業見込みの人で、以下の条件を全て満たす人
①平成 15 年 4 月 2 日以降に生まれた人
②高校生活を通じてクラブ活動、学校行事（生徒会活動・文化祭・体
育祭等）、地域活動等の分野で活躍した人
③高校１～２年生までの調査書記載の全体の評定平均値が４以上の人

実務経験者 若干名 昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、国・地方自治体で常勤職員と
しての行政実務経験が継続して５年以上ある人

市
民
病
院

臨床
研修医 4人 大学の医学部、医科大学を卒業し、令和6年３月までに医師免許を取得

見込みの人 7月3日～28日 8月10日（木）
8月17日（木）

後期研修医 4人 2年間の前期研修を終了した３年目以降の医師 12月1日～2月17日 随時

看護師 20人 昭和39年4月2日以降に生まれ、令和6年3月までに看護師免許を取
得見込みの人または看護師の資格を有する人

①7月10日（月）まで
②9月11日（月）まで
③令和6年
　1月9日（火）まで

①7月28日（金）
②9月30日（土）

③令和6年
　1月26日（金）

薬剤師 1人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに薬剤師免許を
取得見込みの人または薬剤師の資格を有する人

7月10日（月）まで 7月28日（金）臨床工学
技士 1人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに臨床工学技士

免許を取得見込みの人または臨床工学技士の資格を有する人

臨床検査
技師 1人 昭和 39 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和 6 年 3 月までに臨床検査技師

免許を取得見込みの人または臨床検査技師の資格を有する人

令和 6 年 4 月 1 日採用
採用情報



　
国
民
年
金
は
、
失
業
な
ど
経
済

的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
に
、
免
除
・
納
付
猶
予

の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
申
請

後
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら

２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
）
の

保
険
料
が
、
免
除
・
納
付
猶
予
の

申
請
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
保
険

料
の
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
一
部
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
50
歳
未
満
の
人
を
対
象
と
し
た

制
度
で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年

所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。
猶

予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

　
保
険
年
金
課
の
窓
口
も
し
く
は

年
金
事
務
所
へ
申
請
書
を
提
出
す

る
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

し
て
電
子
申
請
し
ま
す
（
事
前
に

利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
）。
電

子
申
請
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
請
方
法
等
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
②

本
人
確
認
書
類
③
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
等
（
失
業
の
場
合
）

※
別
途
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

　
免
除
・
猶
予
は
毎
年
度
申
請
が

必
要
で
す
が
、
前
年
度
申
請
時
に

継
続
申
請
希
望
を
申
し
出
て
、
全

額
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

た
人
は
、
今
年
度
の
申
請
の
手
続

き
は
不
要
で
す
（
失
業
や
天
災
を

理
由
と
し
た
場
合
を
除
く
）。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
内
線

２
２
６
４
）

免
除
・
猶
予
制
度
の

　
　
　
　
　

ご
利
用
を

国
民
年
金
保
険
料

免
除
制
度

納
付
猶
予
制
度

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
75
歳
以
上

の
人
（
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
人
を
含
む
）
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
で
す
。
８
月

１
日
か
ら
は
、
７
月
中
に
郵
送
す

る
新
し
い
保
険
証（
う
す
い
赤
色
）

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
古
い
保
険

証
は
、
住
所
や
氏
名
を
削
除
し
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
中
の
所
得
に
応
じ

て
、
令
和
５
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
料
額
が
計
算
さ
れ
ま

す
。
５
月
末
ま
で
に
加
入
さ
れ
た

人
に
対
し
て
、
７
月
中
旬
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
の
納
付
方
法

に
は
、口
座
振
替
、納
付
書
納
付
、

年
金
天
引
き
の
3
種
類
が
あ
り
ま

す
。
納
付
方
法
が
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
所
得
の
低
い
人
の
均
等
割
額
の

軽
減
は
、
左
表
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
す
。
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
均
等
割
額
の
軽

減
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

（
内
線
２
２
６
７
）

保
険
証
の
更
新

保
険
料
の
額
が
決
定

令和 5 年度保険料
均等割額

【46,023 円】
＋

所得割額
【（被保険者の所得

－ 43 万）× 8.9％】
※限度額 66 万円

世帯主と世帯の被保険者全員の
軽減判定所得の合計額

均等割額の
軽減割合

43万円＋10万円×
（年金・給与所得者数ー1）以下 7割

43万円＋29万円×
被保険者数＋10万円×

（年金・給与所得者数ー1）以下
5割

43万円＋53万5千円×
被保険者数＋10万円×

（年金・給与所得者数ー1）以下
2割

※軽減判定日は4月1日または資格取得日

後期高齢者医療の保険証変更

新保険証は

うすい赤色
旧は青色

　医療機関窓口での支払いが
　　　　　自己負担限度額までに
　入院や外来診療等で医療費が高額になるとき、医療
機関の窓口負担が自己負担限度額までの支払いで済む
制度があります。（保険適用分に限る）
　この制度を適用するには、医療機関に保険証と限度
額適用認定証などを提示するか、保険証と連携済みの
マイナンバーカードを提示する必要があります。

　自己負担限度額は、対象者の年齢と世帯の所得に応
じて決まり、国民健康保険税の滞納がない人に認定証
を交付します。現在交付している認定証の有効期限は
７月 31 日です。引き続き認定証が必要な人は、申請
をしてください。なお、70 歳以上の人は認定証が不
要な場合があります。
申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、個人番
号が分かるもの、本人確認書類
申請・問い合わせ先　保険年金課（内線 2262）

　
令
和
５
年
度
の
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
額
は
、
68
億
５

1
５
０
万
円
。
4
年
度
に
比
べ

被
保
険
者
数
の
減
少
等
に
よ
り
、

5
・
５
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
歳

入
、
歳
出
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
１
・

２
の
と
お
り
で
す
。

　
グ
ラ
フ
３
は
、
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療

費
の
推
移
で
す
。
4
年
度
の
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
40
万
7
５
６

７
円
と
な
り
、
３
年
度
よ
り
５
０

４
４
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
増
加
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
の
使
用
や
特
定
健
診
な
ど

を
活
用
し
て
、
医
療
費
の
節
減
や

健
康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
制
度
の
安
定
運
営
の
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
は
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

（
内
線
２
２
６
２
）

　
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
令
和
5

年
８
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
７
月

31
日
ま
で
使
用
で
き
る
新
し
い
保

険
証
を
今
月
中
に
郵
送
で
交
付
し

ま
す
。
70
歳
以
上
の
人
に
は
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
交
付

し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
８
月
１
日
以
降
に
保
険
年
金

課
へ
返
却
す
る
か
、
個
人
情
報
に

注
意
し
、
各
自
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
新
し
い
保
険
証
の

氏
名
・
住
所
な
ど
に
誤
り
が
あ
っ

た
と
き
は
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、新
た
に
住
所
を
異
動
し
、

長
期
間
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

学
生
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
を
お
持
ち
の
上
、
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医

療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）

0

10

20

30

40

（万円）

4年度3年度2年度令和元年度30年度29年度平成 28年度

1
人
当
た
り
医
療
費
が
増
加
傾
向　

４
年
度
は
約
41
万
円

歳
入
・
歳
出

医
療
費
の
動
向

保
険
税
の
納
付
は

期
限
内
に

国民健康保険のあらまし
　高齢化や医療技術の進歩、生活習
慣病の増加などにより、１人当たり
の医療費は増加傾向にあります。
　羽島市の国民健康保険の状況をお
知らせします。

保険証の更新

切り替えは8 月 1 日

340,906
361,887 358,283 365,833 361,351

402,523

その他
2,678 万円
0.39％

繰越金
1億 3,131 万円
1.92％

繰入金
4億 7,033 万円
6.86％

県支出金
48 億 9,078 万円
71.38％

国民健康保険税
13 億 3,230 万円
19.45％

グラフ 3 1 人当たり医療費の推移

グラフ 1 歳入の内訳（令和 5 年度予算）

その他
1,710 万円
0.25％

総務費
5,026 万円
0.73％保健事業費

1億 1,380 万円
1.66％

国民健康保険
事業費納付金
18億 3,824 万円
26.83％

保険給付費
48 億 3,210 万円
70.53％

グラフ 2 歳出の内訳（令和 5 年度予算）

407,567

2023.7　広報はしま 89 2023.7　広報はしま
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「
思
い
や
り　

ゆ
ず
る
心
で　

事
故
防
止
」

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
７
月
11
日

〜
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識
を
高

め
交
通
事
故
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安
全
課
（
内
線
２

1
５
２
）

「
助
け
た
い　

思
い
が
届
く　

献
血
で
」

　
献
血
で
集
ま
っ
た
血
液
は
、
輸
血
用
血

液
製
剤
と
な
り
、
病
気
や
け
が
の
患
者
さ

ん
の
治
療
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
血
液
は

人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期
間

保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機

関
に
安
定
的
に
血
液
製
剤
を
届
け
る
た
め

に
は
、
多
く
の
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
は
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）　

　

市
で
は
、
防
災
士
を
養
成
す
る
た
め
、

資
格
取
得
を
目
指
す
人
に
対
し
て
上
限
６

千
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・
市
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と

・ 

講
座
開
始
の
1
カ
月
前
ま
で
に
補
助
金

交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と

・ 

交
付
申
請
を
行
っ
た
年
度
内
に
、
防
災

士
の
認
証
を
受
け
、
防
災
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

・ 

市
防
災
研
究
会
に
加
入
す
る
こ
と

　
防
災
士
の
資
格
取

得
に
は
、
県
が
開
催

す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課
（
内
線
５

１
０
３
）

　
総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国
民
か
ら
国

の
行
政
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
そ
の
解
決
を
図
り
行
政
の
制
度
・
運

営
の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
民
に
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
国
民
と
行
政
の
「
懸
け
橋
」
と

し
て
、困
り
ご
と
の
あ
る
人
に
寄
り
添
い
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
総
合
相
談
室
（
内

線
2
５
３
２
）

　
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
ま
ま

放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
税
は

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
税
の
納
付
で
お
困
り
の
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
日
に
来
庁
で
き
な

い
場
合
は
、
休
日
窓
口
業
務
の
開
庁
日
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

2
）

　

７
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
7
月
31

日
㈪
で
す
。

　
青
少
年
を
非
行
や
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
社
会
全
体
で
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
積
極
的
に
子
ど
も
と
関
わ

り
、
と
も
に
育
む
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年

育
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課
（
内
線
6

１
３
5
）

　

川
に
は
た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
美
し
く
保
ち
、
次
の
世

代
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

　
堤
防
は
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守
っ

て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
川
に
親

し
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
土
交
通
省
木
曽
川
上

流
河
川
事
務
所
☎
（
２
５
１
）
１
３
２
６

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
の
揺
れ
を

感
知
し
、
電
気
の
流
れ
を
遮
断
す
る
器
具

で
す
。
巨
大
地
震
に
備
え
、
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
工
事
が
必
要

な
分
電
盤
タ
イ
プ
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の

電
気
を
遮
断
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
な

ど
が
あ
り
、
各
家
庭
に
合
わ
せ
た
使
い
分

け
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課
☎
（
３

９
２
）
２
６
０
１

　
市
で
は
、「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
策
定
し
、次
の
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
「
空
き
缶
等
」
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

②
「
飼
い
犬
等
」
の
フ
ン
害
禁
止

③ 

自
動
販
売
機
へ
の
回
収
容
器
の
設
置
義

務
④ 

所
有
す
る
土
地
の
雑
草
繁
茂
防
止
に
向

け
た
適
正
管
理

　
雑
草
繁
茂
を
放
置
す
る
と
、
市
で
「
指

導
・
勧
告
・
命
令
」
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

　
市
で
は
、
２
つ
の
方
法
で
使
用
済
み
小

型
家
電
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ッ
ク
ス
回
収

　
市
役
所
と
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

設
置
さ
れ
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
、
携
帯
電

話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
を
回
収
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
補
助
記
憶
装
置
（
Ｈ

Ｄ
Ｄ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
等
）
を
回
収
品
目
に
追
加
し
ま
し
た
。

　
個
人
情
報
等
の
デ
ー
タ
は
、
必
ず
ご
自

身
で
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人

情
報
漏
え
い
防
止
の
た
め
、
携
帯
電
話
を

破
砕
す
る
器
具
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所

場
所　
２
階
階
段
付
近

時
間　
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

６
時
※
休
日
窓
口
開
庁
日
は
午
前
９
時
〜

正
午

資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
コ
ー

ナ
ー
付
近

時
間　
営
業
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

民
間
事
業
者
に
よ
る
宅
配
回
収

　
市
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
民
間
事
業

者
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
小
型
家
電
の
宅

配
回
収
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
本
体
を
含
む
回
収
料
金
は
無
料

で
す
。
内
容
や
申
し

込
み
等
の
詳
細
は
、

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課
（
内
線
２

１
９
２
）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
割
合

は
、
所
得
に
応
じ
て
左
図
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
と
総
合
事
業
対
象
者
全
員
へ
、
負
担
割

合
が
記
載
さ
れ
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
郵
送
し
ま
す
。
８
月
以
降
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
時
に
事
業
者
へ
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

11

7
月
の

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

7 月 9 日 ( 日 )・23 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分～正午 ( 市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全
国
強
調
月
間

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

市
税
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に
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７
月
は
河
川
愛
護
月
間

介
護
保
険
負
担
割
合
が
決
定

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

災
害
へ
の
備
え 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

防
災
士
養
成
事
業
補
助
金

行
政
相
談
委
員
の
活
動

税
・
料
の
納
付

リネットジャパン
ホームページ

防災育成講座
詳細

インボイス制度説明会
　事業者向けの説明会を開催します。
日時　7 月 27 日（木）、8 月 24 日（木）、9 月 13 日（水）
　　　各日午前 2 回、午後 3 回実施
　　　（要予約・予約の際に開始時間を案内します）
　　　※午後は免税事業者向け
会場　岐阜南税務署（岐阜市加納清水町4-22-2）
予約・問い合わせ先　岐阜南税務署☎ 271（7116）



岐阜羽島衛生施設組合　岐阜羽島衛生施設組合　パートタイムパートタイム（（事務職）事務職）をを 募集募集
採用予定人員　採用予定人員　１人　１人　受験資格受験資格　パソコン操作ができること等　パソコン操作ができること等
勤務時間勤務時間　週 28 時間 45 分　　週 28 時間 45 分　採用予定日採用予定日　令和 5 年 9 月 1 日以降　令和 5 年 9 月 1 日以降
試験日試験日　7 月 30 日（日）　　7 月 30 日（日）　試験会場試験会場　ライフポート柳津（予定）　ライフポート柳津（予定）
申し込み方法申し込み方法　申込書を 7 月 21 日 (金) までに郵送 ( 必着／封筒の表に　申込書を 7 月 21 日 (金) までに郵送 ( 必着／封筒の表に
｢パートタイム会計年度任用採用申込書在中｣ と朱書き ) または持参｢パートタイム会計年度任用採用申込書在中｣ と朱書き ) または持参
申し込み・問い合わせ先申し込み・問い合わせ先　岐阜羽島衛生施設組合☎（271）0157　岐阜羽島衛生施設組合☎（271）0157
( 〒 500-8266　岐阜市境川 5 丁目 147 番地 )( 〒 500-8266　岐阜市境川 5 丁目 147 番地 )

●
募
集
部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
、

書
、
写
真
、
彫
刻・工
芸
、
デ
ザ
イ

ン　
●
申
し
込
み
方
法
＝
12
月
3

日
㈰
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

30
分
に
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
作
品
を
搬
入　
●
応
募
点
数
＝

1
部
門
に
つ
き
1
人
1
点　
●
出

品
料
＝
1
点
１
５
０
０
円　
●
詳

し
く
は
、市
地
域
振
興
公
社
☎（
３

９
３
）
４
７
１
１
へ

　
令
和
６
年「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

記
念
式
典
（
成
人
式
）・中
学
校
区

別
交
流
会
の
運
営
に
携
わ
る
代
表

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
＝
平
成
15
年
4
月
2
日
〜

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

小
中
学
校
等
の
卒
業
生　
●
申
込

期
限
＝
8
月
１
日

㈫　
●
詳
し
く
は
、

生
涯
学
習
課
（
内

線
6
１
３
５
）
へ

は
し
ま
☆
こ
ど
も
び
じ
ゅ
つ
か
ん

　
お
絵
か
き
や
制
作
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
＝
７
月
22
日
〜
８
月
４
日

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
の
上

ご
来
館
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
作

用
具
を
用
い
ま
す
の
で
、
取
り
扱

い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
入
館
料
＝
期
間
中
に
限
り
無
料

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
な
し

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
日
時
＝
7
月
20
日
㈭
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円

夏
休
み
こ
ど
も
英
語
教
室

●
定
員
＝
小
学
１
〜
３
年
生
15
人　

●
日
時
＝
７
月
26
日
㈬
午
前
10
時

〜
11
時　

●
場
所
＝
資
源
物
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
参
加
料
＝
会

員
無
料
、
非
会
員
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

　
医
師
が
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ

い
て
講
義
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
26
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分　
●
場
所
＝
市

福
祉
ふ
れ
あ
い
会
館　
●
参
加
料

＝
無
料　

●
定
員
＝
先
着
30
人　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

高
齢
福
祉
課（
内
線
２
５
５
６
）へ

企
画
展
「
本
郷
村
庄
屋
・
花
村
家

所
蔵
品
展
」

●
期
間
＝
7
月
１
日
〜
９
月
18
日

映
画
の
集
い
「
新
選
組
」

●
日
時
＝
7
月
8
日
㈯
午
前
10
時

〜
、
午
後
２
時
〜

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
グ
ラ
ス

ア
ー
ト
作
品
展
」
Ｒ
Ａ
Ｃ
フ
ラ

ワ
ー
の
仲
間
た
ち
（
岐
阜
市
）

●
期
間
＝
7
月
23
日
㈰
ま
で

光
と
紙
の
色
彩
を
楽
し
む
「
ロ
ー

ズ
ウ
イ
ン
ド
ウ
体
験
」

●
日
時
＝
８
月
５
日
㈯
午
後
1
時

〜　
●
費
用
＝
１
０
０
０
円　
●

定
員
＝
20
人
程
度
（
要
予
約
）

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
７
月
３
日
㈪
・
10
日

㈪
・
18
日
㈫
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪
、

8
月
7
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
糖

尿
病
教
室
で
す
が
、
名
称
を
変
更

し
て
再
開
し
ま
す
。（
月
１
回
開
催

予
定
）

●
日
時
＝
７
月
10
日
㈪
午
後
２
時

〜
3
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
糖
尿
病

と
は
（
基
礎
編
）」「
食
事
療
法
」　

●
場
所
＝
市
民
病
院
診
療
棟
3
階

講
義
室　
●
参
加
料
＝
無
料　
●

詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎（
３
９

３
）０
１
１
１
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
7
月
5
日
㈬
・
19
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
7
月
8
日
㈯
・
22
日
㈯

午
後
2
時
〜
3
時

明
治
×
羽
島
市
立
図
書
館　

夏
休

み
イ
ベ
ン
ト
「
な
る
ほ
ど
が
い
っ

ぱ
い
！
み
る
く
教
室
」

　
給
食
で
も
お
な
じ
み
の「
牛
乳
」

や
丈
夫
な
骨
の
つ
く
り
方
を
学
び

ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も

お
す
す
め
で
す
。

●
日
時
＝
８
月
１
日
㈫
午
前
10
時

30
分
〜
正
午　
●
対
象
＝
市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生　
●
参
加
料

＝
無
料　
●
定
員
＝
30
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

●
申

し
込
み
方
法
＝
7

月
20
日
㈭
ま
で
に

応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み

図
書
館
の
開
館
時
間
延
長

　
図
書
館
の
開
館
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
が
、

市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の

夏
休
み
期
間
（
7
月
21
日
〜
8
月

25
日
）
は
、
午
前
9
時
か
ら
開
館

し
ま
す
。

◇
休
館
日
＝
7
月
３
日
㈪
・
10
日

㈪
・
18
日
㈫
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪
、

8
月
7
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

●
期
間
＝
8
月
6
日
〜
10
日　
●

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
10
日
㈭
は
午
後
３
時
ま
で
）　
●

場
所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
詳
し
く
は
、
岐
阜
県
原
爆
被
爆

者
の
会
☎
０
９
０
（
７
０
２
４
）

０
８
７
６
へ

 

市
美
術
展（
一
般
の
部
）作
品

ガイド
月の7

催

し

募

集

 

二
十
歳
の
つ
ど
い 

代
表
者

 

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

♨今月の羽島温泉の休館日　7 月 5 日 ( 水 )・15 日 ( 土 )・25 日 ( 火 )
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竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

国
際
交
流
協
会

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

図
書
館

 

羽
島
原
爆
展

 

市
民
病
院

総合計画策定総合計画策定にに向向けたけた市民アンケート市民アンケートをを実施実施
　市では、10 年後、20 年後を見据えた持続可能なまちづくりを目指し、　市では、10 年後、20 年後を見据えた持続可能なまちづくりを目指し、
令和 7 年度を始期とする新たな総合計画の策定を進めています。令和 7 年度を始期とする新たな総合計画の策定を進めています。
　総合計画は、市の将来像や今後の方向性を示すたいせつな計画です。市　総合計画は、市の将来像や今後の方向性を示すたいせつな計画です。市
民の皆さんの考えや意見を計画に反映するため、アンケートを実施します。民の皆さんの考えや意見を計画に反映するため、アンケートを実施します。
期間 期間 7 月 6 日～ 8 月 10 日7 月 6 日～ 8 月 10 日
対象 対象 7月1日現在で羽島市に居住する15歳以上 2,000人（無作為抽出）7月1日現在で羽島市に居住する15歳以上 2,000人（無作為抽出）
調査方法調査方法　郵送で調査書を配付、紙媒体またはWEBで回答　郵送で調査書を配付、紙媒体またはWEBで回答
問い合わせ先問い合わせ先　総合政策課（内線 2343）　総合政策課（内線 2343）

自衛官等募集
募集種目 受験資格 締切日（必着） 1 次試験期日

自衛官候補生
18 歳以上 33 歳未満の人

随時 受付時にお知らせ

一般曹候補生 9 月 5 日（火） 9 月 15 日～ 24 日
（いずれか 1 日）

航空学生
海上自衛隊：18 歳以上 23 歳未満の人
航空自衛隊：18 歳以上 21 歳未満の人

（いずれも高卒または高専 3 年次修了者（見込み含む））
9 月 7 日（木） 9 月 18 日（月）

防衛大学校学生
（一般）

18 歳以上 21 歳未満の人
（いずれも高卒または高専 3 年次修了者（見込み含む））

10 月 18 日（水） 10 月 28 日（土）

防
衛
医
科
大

医学科学生 10 月 11 日（水） 10 月 21 日（土）

看護学科学生 10 月 4 日（水） 10 月 14 日（土）

公務員合同説明会（個別相談・予約不要・入退場自由）
　自衛官、警察官、刑務官の合同説明会を開催します。
日時　7 月 9 日（日）・30 日（日）　午前10時~午後3時
場所　羽島市民会館（第 3 会議室）
問い合わせ先　自衛隊岐阜地方協力本部岐阜募集案内所☎（383）5118

自衛官の募集案内等は、自
衛隊岐阜地方協力本部ホー
ムページをご確認ください。

岐阜県警察官募集（令和 6 年 4 月 1 日採用）
　岐阜県警察官の採用試験を実施します。

試験区分　A Ⅱ（男性、女性）　B（男性、女性）
受付期間　6 月 30 日～８月 4 日
１次試験　９月 17 日（日）　教養試験、作文試験
　　　　　※作文試験は、第２次試験で評価する。

受験資格
A Ⅱ： 昭和 63 年 4 月２日以降に生まれ大学（短大を除く）

を卒業（卒業見込みを含む）した人
B： 昭和 63 年４月２日から平成 18 年４月１日までに生

まれた A Ⅱの学歴以外の人
※ 詳しくは、岐阜羽島警察署まで問い合わせるか、岐阜

羽島警察署ホームページをご確認ください。
問い合わせ先　岐阜羽島警察署警務課☎（387）0110

そ
の
他

応募フォーム

応募フォーム



日時　7 月 23 日 (日) 午後 2 時～
入場料  全席自由席 500 円（当日同額・税込・3 歳以上有料）

日時　8 月 18 日 (金) 午前の部　午前10時～
   午後の部　午後 2 時～
入場料  無料（要入場整理券・全席指定席）
 ※整理券の配布は午前・午後合わせて 4 枚まで。
整理券配布日
　来館配布　6 月 24 日（土）午前 9 時～
　電話予約　6 月 25 日（日）午前 9 時～
※子ども会等の団体は事前に申し込みを受け付けます。
申込期間　6 月 11 日～ 17 日　午前 9 時～午後 5 時

休館日　6月6日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）

日時　9 月 23 日 (土) 午後 2 時～
入場料  一般 2,000 円（当日 2,500 円）、
　　　  高校生以下 1,000 円（当日 1,500 円）　
　　　  （全席指定・税込・未就学児入場不可）
　　　  ※宝くじ助成による特別料金です。
チケット販売日
　電話予約　7 月 22 日（土）午前 9 時～
　来館販売　7 月 23 日（日）午前 9 時～
　※友の会会員は各 1 週間前から予約販売開始します。

日時　10 月 8 日 (日) 午後 5 時 30 分～
入場料  Ｓ席 10,000 円、Ａ席 8,000 円、
　　　  Ｂ席 5,000 円
  （全席指定・税込・3 歳未満入場不可）
チケット販売日
電話予約　8 月 26 日（土）午前 9 時～
来館販売　8 月 27 日（日）午前 9 時～
※友の会会員は各 1 週間前から予約販売開始します。

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

種別 相談日 時間
行政相談 7 月 6 日、8 月 3 日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 7 月 28 日、8 月 9 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 8 月 7 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制）

7 月 7 日・21日、
8 月 4 日 13：00~16：00

人権相談 7 月13 日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 7 月18 日、8 月 2 日 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 7 月19 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 7 月 26 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 8 月15 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

岐阜連携都市圏を知ろう！

今回は　本巣市を紹介

信長も舌をま
・ ・ ・

くわがまちの味
　　　　「マクワウリ」
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宝くじ文化公演
～叶 正子（サーカス）・国府弘子～
ラグジュアリーコンサート

劇団四季ミュージカル「クレイジー・フォー・ユー」
「クレイジー・フォー・ユー」全国公演　A4チラシ 表　羽島公演「クレイジー・フォー・ユー」全国公演　A4チラシ 表　羽島公演

2023年

10月8日日17：30開演
不二羽島文化センター

スカイホール

叶 正子叶 正子 国府弘子国府弘子

休館日　7月4日（火）・11日（火）・18日（火）・25日（火）

　皆さん「マクワウリ」をご存じですか？
　ウリ科キュウリ属の野菜で、その歴史は古
く、織田信長が真桑村（現・本巣市）名産のウ
リとして、朝廷に何度も献上したといわれてい
ます。このことがきっかけで有名になり、マク
ワウリという名前が定着したとされています。
　昔は、家庭でも栽培されるほど身近な野菜で
したが、時代の変化とともに生産量が減少。現
在では「まくわうり栽培研究会」や、岐阜農林
高等学校で結成された「まくわうりひろめ隊」
がマクワウリを後世に残す活動をしています。

その活動の過程で生み出された「ま
くわうりアイス」は、独特の香りを
とじこめたおいしいアイスとなって
います！最近では市内企業とのコラ
ボで「まくわうり拉麺」も誕生。
　マクワウリの魅力的な香りと、ど
こか懐かしい味を楽しんでみませんか。
販売場所　道の駅富有柿の里いとぬき・織部の里もとす、
　　　　　おんさい広場真正店など
問い合わせ先　本巣市秘書広報課☎ 0581（34）5040

まくわうりひろめ隊
Facebook

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
は
、

地
域
医
療
確
保
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
国
は
２
０
１
４
年
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
「
地
域

医
療
構
想
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。
構

想
策
定
に
際
し
て
は
、
高
齢
者
が
増
加
す
る

地
域
や
、
高
齢
者
と
若
年
層
が
同
時
に
減
少

す
る
地
域
等
を
把
握
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
効
率
的
な
医
療
の
提
供
を
実
現
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
２
０
１
９
年
９
月
、
厚
生
労
働
省
は
地
域

医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
開
き
、
全
国
１
４
５
５
の
公
立
病
院
（
自

治
体
病
院
）
と
公
的
病
院
の
分
析
結
果
を
公

表
。
抜
本
的
な
再
編
統
合
の
再
検
証
が
必
要

な
病
院
と
し
て
、
全
体
の
３
割
に
当
た
る
４

２
４
病
院
名
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
で
は
、
羽
島
市
民
病
院
を
含
め
て
9
医

療
機
関
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
発
表
を
受
け
、
全
国
市
長
会
に

よ
る
地
域
医
療
確
保
対
策
会
議
の
メ
ン
バ
ー

に
加
入
。
再
編
統
合
の
根
拠
と
な
っ
た
デ
ー

タ
を
質
す
と
と
も
に
、
自
治
体
の
地
域
特
性

に
よ
る
公
立
病
院
の
必
要
性
等
を
強
く
厚
生

労
働
省
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
会
議

か
ら
は
、
全
国
市
長
会
と
し
て
国
の
方
針
撤

回
に
向
け
た
要
望
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
４
２
４
病
院
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
近
隣

病
院
と
の
所
要
時
間
に
関
す
る
算
定
方
式

や
、
調
査
時
点
で
の
入
力
誤
り
等
が
判
明
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
も
加

わ
り
「
改
め
て
整
理
す
る
」
と
し
て
、
期
間

延
長
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
羽
島
市
民

病
院
の
対
応
方
針
の
再
検
証
結
果
は
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
羽
島
市
民
病

院
を
は
じ
め
と
し
た
大
半
の
公
立
病
院
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
病
床
を
設
け
て
治
療
に
専
念

し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
、
医
療
ニ
ー
ズ
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
伴
い
、

集
中
的
な
治
療
を
必
要
と
す
る
「
急
性
期
」

の
患
者
さ
ん
は
減
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
高

齢
者
増
に
よ
る
在
宅
復
帰
を
目
指
す
、
リ
ハ

ビ
リ
治
療
を
必
要
と
す
る
「
回
復
期
」
の
患

者
さ
ん
が
増
加
し
ま
す
。

　
国
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
５
年
時
点

で
回
復
期
病
床
は
37
・
5
万
床
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
22
年
時
点
（
速
報
値
）
で
は

53
％
の
19
・
9
万
床
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
半

面
、
急
性
期
病
床
は
22
年
時
点
（
速
報
値
）

で
53
・
4
万
床
あ
り
、
25
年
に
は
75
％
に
当

た
る
40
・
1
万
床
ま
で
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

羽
島
市
民
病
院
は
国
の
方
針
に
先
駆
け
、

急
性
期
病
床
の
減
少
と
回
復
期
病
床
の
増
設

を
す
で
に
実
践
。
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
時

代
の
要
請
に
合
っ
た
、
公
立
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、
岐
阜
市
民
病
院
や
隣
接
の
大

型
民
間
病
院
と
の
連
携
も
実
施
で
き
、
円
滑

な
高
度
急
性
期
等
の
患
者
さ
ん
対
応
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
近
隣
や
県
内
の
病
院
で
は
、
医
療
従
事
者

の
退
職
に
よ
り
、
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
羽
島
市

民
病
院
で
は
、
診
療
体
制
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
岐
阜
県
地
域
医
療
構
想
を
受

け
、
地
域
の
診
療
所
と
の
連
携
も
よ
り
一
層

図
り
、
回
復
期
機
能
を
併
せ
も
っ
た
二
次
救

急
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

第
105
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
時
代
に
即
し
た
地
域
医
療
を
確
保
」



期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

7 月 2 日
(日)

小田内科（足近町）
☎（392）1225

かわむら歯科クリニック（竹鼻町）
☎（391）6480

7 月 9 日
(日)

加地内科（足近町）
☎（392）6688

丸の内歯科医院（竹鼻町）
☎（322）6220

7 月 16 日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

近藤歯科医院（桑原町）
☎（398）2700

7 月 17 日
(月)

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

第一河合歯科医院（竹鼻町）
☎（392）1567

7 月 23 日
(日)

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

里村歯科医院（小熊町）
☎（392）6146

7 月 30 日
(日)

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

タカダ歯科（竹鼻町）
☎（394）1135

8 月 6 日
(日)

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

高田歯科医院（竹鼻町）
☎（392）6482

父：中西正直さん　母：翔子さん　〔竹鼻町〕 応募はコチラ 父：島戸望さん　母：早紀さん　〔下中町〕

（
０
歳
５
カ
月
）

休日急病診療問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】

7 月 19 日 (水)、
8月1日(火)

9：00 ～ 11：30
（受付）

離乳食教室（初中期）
【5 カ月前後の児】 7 月 13 日 (木) 9：45 ～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【3 年 1 月・7 月生まれ】
7 月 20 日 (木) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 7 月 24 日 (月) 13：30 ～ 15：30

胃・肺・大腸がん検診
【40 歳以上】

7 月 28 日 (金)、
8 月 29 日 (火)

8：50 ～ 11：20
（受付）

乳がん・大腸がん検診
【40 歳以上の女性】

7 月 11 日 (火)、
7 月 30 日 (日)、
8 月 21 日 (月)

午前の部
9：10 ～ 11：20

午後の部
13：10 ～ 15：20

( 受付 )
胃がん検診

（医療機関委託）
【50 歳以上】

令和 6 年 2 月 29 日(木)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）
【40 歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】
※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※  4 年度に市が実施する胃がん検診の内視鏡検査、乳がん検診、子宮が

ん検診を受診した人は、5 年度に同検診を受けることができません。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所　保健センター　予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

■人口 66,816 人（－ 337）・男 32,950 人・女 33,866 人
■世帯数 27,783 世帯（＋ 331） 令和 5 年 6 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram

発行／羽島市役所　編集／市長室秘書広報課　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55 ☎（392）1111

結ゆ

ら來
ち
ゃ
ん

16

保健コーナー7月

捺な
つ
は葉

ち
ゃ
ん
（
２
歳
10
カ
月
）

マイナンバーカード受け取りはお早めに！
 8・9 月は窓口の混雑が予想されます。交付通知が届いた人は、7 月中の受け取りをご検討ください。

（
１
歳
１
カ
月
）

陽ひ

な

の
那
乃
ち
ゃ
ん

奏そ

ら來
ち
ゃ
ん
（
３
歳
８
カ
月
）


